
平成２５年 ６月定例議会号 

・町立診療所に関する 

 特別委員会行政視察（５月２４日） 

議会だより ９５号       １４ 

 

 議会の話題や出来事をお知らせします。 
 

 

知
床

ら
う

す
国

民
健

康
保
険

診
療

所
 

町
立

診
療

所
に
関

す
る

 

◇
診
療
所
の
指
定
管
理
者
制
度 

 

導
入
に
つ
い
て 

 

平
成
19
年
に
医
師
丌
足
や
看
護

師
の
退
職
な
ど
か
ら
経
営
が
悪
化

し
、
救
急
・
入
院
を
中
止
、
48
床

の
病
院
か
ら
19
床
の
診
療
所
に
転 

換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
持
続
可
能
な
地
域
医

療
の
提
供
を
行
う
た
め
、
平
成
24

年
７
月
か
ら
指
定
管
理
方
式
で
釧

路
の
社
会
医
療
法
人
孝
仁
会
に
よ

る
診
療
が
開
始
さ
れ
、
町
民
代
表

や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
診
療

所
運
営
協
議
会
に
お
い
て
運
営
評 

価
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。 

 

現
在
の
診
療
体
制
は
、
常
勤
医

師
２
名
と
出
張
医
で
入
院
14
床
と

人
工
透
析
３
床
を
運
営
し
、
初
期

救
急
医
療
に
も
対
応

し
て
い
る
。
診
療
科

目
は
、
内
科
・
外

科
・
小
児
科
と
専
門

外
来
で
脳
神
経
外

科
・
循
環
器
内
科
・

整
形
外
科
・
皮
膚

科
・
消
化
器
内
科
・

婦
人
科
の
診
療
を
月

１
回
行
っ
て
い
る
。 

 
平
成

26

年
度
の

診
療
所
開
設
に
向

け
、
本
町
に
お
い
て

も
町
民
に
親
し
ま
れ

利
用
し
や
す
い
医
療

体
制
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま 

す
。 

診
療
所
内
を
視
察 

会
議
室
で
概
要
説
明
を
受
け
る 

 町立診療所に関する特別委員会 

～ 開催状況報告 ～ 

第1回（３月８日） 

 ◆佐呂間町立診療所の設置及び管理に関する条例を審議 

 ◆町立診療所設置に係る地域説明会の開催結果について 

 ◆当面の町立診療所の運営について 

 ◆佐呂間厚生クリニックの診療体制について 

第２回（４月３０日） 

 ◆クリニックさろま 指定管理に基づく基本合意書について 

第３回（５月９日） 

 ◆クリニックさろまに係る指定管理者の指定について 

 ◆クリニックさろまの指定管理に基づく基本合意書の調印式に 

  ついて 

 ◆クリニックさろま開設に係る補正予算について 

第４回（５月２９日） 

 ◆町立診療所設置に係る補正予算（佐呂間厚生クリニック改修 

  事業）について 



平成２５年 ６月定例議会号 

１５        議会だより ９５号 

 

５
月
29
日
総
務
福
祉
常
任
委
員

会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
自
書
式
投
票
用
紙
読
取
分
類
機 

・
戸
籍
電
算
化 

・
若
佐
公
衆
ト
イ
レ 

 

５
月
30
日
産
業
文
教
常
任
委
員

会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
橋
梁
長
寿
命
化 

・
ピ
ラ
オ
ロ
展
望
台 

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
浄
水
場 

 

橋
梁
長
寿
命
化
で
は
、
町
内
１

１
８
橋
の
う
ち
、
建
設
後
40
年
以

上
経
過
す
る
も
の
も
あ
り
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
に
あ
っ
て
も
計
画

的
な
維
持
管
理
を
望
む
も
の
で
あ 

り
ま
す
。 

  ・常任委員会現地調査 

   

常
 任

 委
 員

 会
 で

 
 

 

 

 

一
の
公
衆
ト
イ
レ
で
す
が
、
和
式

の
た
め
高
齢
者
や
身
体
の
丌
自
由

な
人
た
ち
の
利
用
に
配
慮
し
、
洋

式
ト
イ
レ
の
設
置
を
望
む
も
の
で 

あ
り
ま
す
。 

自書式投票用紙読取分類機 

 

戸
籍
の
電
算
化
で
は
、
証
明
書

が
見
や
す
く
な
り
事
務
処
理
が
迅

速
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一

層
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図 

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。 

 

若
佐
公
衆
ト
イ
レ
は
、
地
区
唯

戸籍電算化 若佐公衆トイレ 

橋梁長寿命化 

 

ピ
ラ
オ
ロ
展
望
台
は
、
サ
ロ
マ

湖
を
眺
望
で
き
る
場
所
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
木
々

に
よ
り
眺
望
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
協

議
な
ど
で
改
善
さ
れ
る
よ
う
望
む 

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

佐
呂
間
簡
易
水
道
浄
水
場
は
、

増
設
部
分
に
水
道
機
器
が
整
備
さ

れ
安
定
的
に
通
水
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ
り
ま

す
の
で
、
適
切
な
る
管
理
体
制
の

確
立
と
安
定
供
給
を
望
む
も
の
で 

あ
り
ま
す
。 

ピラオロ展望台 佐呂間簡易水道浄水場 
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． 

 

夕
方
、
身
内
の
供
養
か
ら
の
帰
り
道
、
グ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
マ
湖
前
の
国
道
で
身
を
ゆ

ら
し
手
を
上
げ
て
い
る
男
性
が
い
る
。
こ
の

日
六
月
の
異
常
な
暑
さ
に
一
瞬
「
異
常
者

か
？
」
、
し
か
し
揜
っ
た
右
手
の
親
指
が
地

面
を
さ
し
て
い
る
。
「
お
や
、
こ
ん
な
の
映

画
で
見
た
な
」
、
停
車
と
同
時
に
丸
刈
り
頭

の
若
者
が
大
き
な
バ
ッ
ク
と
地
図
を
持
っ
て

走
り
寄
っ
て
き
た
。
聞
く
と
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク

で
稚
内
ま
で
行
く
と
い
う
。
と
り
合
え
ず
湧

別
か
紋
別
ま
で
今
日
の
う
ち
に
と
云
っ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
と
、
そ
の
方
面
に
向
う
路
上
ま

で
送
る
こ
と
に
し
た
。
中
・
高
生
の
二
人
の

孫
の
い
が
ぐ
り
頭
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す

る
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
大
き
な
パ
ン
、
「
飲
み

物
は
あ
る
の
？
」
「
い
え
、
何
も
」
「
じ
ゃ

あ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」
缶
コ
ー
ヒ
ー
を

数
本
手
渡
す
。
若
者
は
、
礼
儀
正
し
く
素
直 

で
、
と
て
も
心
地
良
い
。 

 

今
年
一
年
間
は
国
内
を
旅
し
、
進
学
は
そ

の
後
に
す
る
と
東
京
か
ら
今
朝
北
海
道
へ
、

網
走
が
出
発
点
だ
っ
た
。
こ
の
若
者
は
自
分

育
て
の
旅
に
出
る
。
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か

け
、
目
的
を
果
た
す
に
は
ど
れ
程
勇
気
が
い

る
だ
ろ
う
。
沢
山
の
重
圧
に
耐
え
や
り
抜
い

た
時
、
人
生
へ
の
大
き
な
財
産
と
宝
物
を
手 

に
出
来
よ
う
。 

 

「
頑
張
れ
！
」
。
う
ま
く
行
け
た
だ
ろ
う 

か
、
今
も
気
に
な
る
。 

（
高
瀬 

ト
シ
エ
） 

平
成
25
年
８
月
発
行 
発 

行 

佐
呂
間
町
議
会 
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議
会
広
報
特
別
委
員
会 
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兼
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あ
と

が
き

 

 
 

 
｢旅

立
ち

の
か

た
ち
｣ 

「佐呂間野球スポーツ少年団」 

みんなの笑顔で 

    まちを元気に！Vol.2 

まちで輝いている人たちを紹介します 

 私たち佐呂間野球スポーツ尐年団「佐呂間ライオン

ズ」は、現在１年生から６年生までの１４名で活動し 

ています。 

 元気な挨拶、感謝・思いやりの気持ち、チームプ

レーに大切な心を育てる事を目的としており、みんな 

仲良く、明るく元気に野球を楽しんでいます。 

 練習は１年を通して行っており、冬期間は、ホワイ

トドームや町体育館で基礎トレーニングやフットサル

で体力づくりをしています。雪が解けるといよいよ球

春。佐小グラウンドで週に３～４日、本格的な実践練

習を行い、週末には練習試合や公式戦、休息日にしっ

かり体を休めることも練習の一環としています。なか

なか良い試合結果ばかりではありませんが、子ども達

の日々成長していく姿が見られます。また、今年初め

て開催される女子選手だけの全国大会に遠紋地区混成

チームが北海道代表になり、我がチームから住吉美波 

さん(浜小６年)が選抜出場します。 

 これからも、指導者のもといつも応援してくれる家

族や周りの皆さんに感謝し、精一杯元気に活動してい 

きます。 


